








































(2) 賃金基金説の撤回と言われていることは， J. S. Mill， "Thornton on Labour and its 
Claims，" Fortnightly Review， May and June， 1869において行なわれた。この論文は，




行なっているにもかかわらず， P; H. WicksteedのTheCo-ordination 0] the Laws 0] 
Distribution， 1894，と，それをオイラーの定理と結び付けて生産物の完全分配の問題
tこ一つの解決を与えたA.W. Fluxの書評CEconomicJournal， Vol. 4， June，1894，pp. 
305'" 13)とによって，学界で限界生産力説が地位を固めた1894年であろう。 G.J. 





















していないと少々不満の意を込めて記しているが， J. K. Whitakerが発掘したマーシャ
ルの初期論稿中に， 1880年代中頃と推定されるマーシャルによる限界生産力説の数学
的定式化があることがわかった現在では，多少評価し直す必要があろう。 Cf.G. ]. 
Stigler， Production andDiStribution Theories， 1941， pp. 32'1"-22， 344;]. K. 
Whitaker ed.， Early Economic Writings ;of Alfred Marshall， 1867~1890， .2 Vols， 
1-975， Vol. 2， p'. 322ff. 
(4) 典型的にはT.W. Hutchison， A Reriew of EconomicDoctrines， 1870""_;;'1929，1953， 
p: 16に見!られる。




























除外しでもかまわないであろう。 Cj.W. S. Jevons， The Theory 0/ Political 
Economy， 4th ed.， 1911 (1924 Printing)， pp. 229"'32， 259"'65; PE.， App. E， pp. 
785"'90. 
(7) C. W Guillebaud ed.， PE.， 9th (Variorum) ed.， 2 Vols， 1961， Vol. 2， p.606.同様
























the Wages Fund"で同時化について述べている。彼によれば， Iある種の賃金
財は年l回・・・・産出されるだけJであるが， I多くのものは多かれ少なかれ連
(8) 同じ叙述が上記の1885年論文にも見られる。 Cf.PE.， 9th ed.， Vol. 2， p.604. 
(9) ]. A. Schumpeter， History 01 Economic Analysis， 1954， p. 565.賃金基金説と同



























(10) A. c.，Pigou，“Mill and the Wages Fund"， Economic Jo"urnal， Vol. 59， June， 



























であるJor資本概念は本質的に静態的であるJ0 A. P. Lerner， The Economics 01 
Control， Principles 01 Wel1are Economics， 1944， pp.330，・334，340. 2つの概念の
違いをうまく説明しているものに，館龍一郎・浜田宏一， w金融~ (W現代経済学』第6






















































(13) J. M. Keynes， The General Theory 01 Emρloyment， Interest and Money， 1936， 
pp.137"'139. (以下，本書はGT.と記す)。
(14) マーシャノレによれば，利子は「資本の使用に対して支払われる価格であるJ(PE.， 
p. 534.)同じく ，PE.， p.73も参照。
640ー
にしている。労働の限界生産力については限界の羊飼いの例のように実物ター

























いうことも見落としてはならないであろう。 Cj.M. Blaug， The Cambridge 
Revolution: Success or F ailure?， Revised ed.， 1975 ，邦訳『ケムブリッジ革命~， 1977， 
p.28.本書については原典を参照することができなかった。






































































































































200=一一一一一+1 +ml ( 1 +ml) 2 
より ，ml=6.596%である。機械の年々の消耗分，従って年々の積立金を同額
(19) 例えば宮崎義一・伊東光晴， wコンメンタール ケインズ/一般理論J].1964. pp. 
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ω 年金法を使った事例がマーシャノレの初期論稿の中に見られる。 c1.]， K. Whitaker 









































~2) Cf. PE.， pp. 351"'59.引用はp.359から。
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